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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  磁性材からなるコア（１１０、２１０、３１０、４１０、５１０）と、前記コアに当接
して設けられる巻線（１１１、１１２、２１１、２１２、３１１、３１２、４１１、５１
１、５１２）とを有する送電側パッド（１１、２１、３１、４１、５１）及び受電側パッ
ド（１２）を備え、前記送電側パッドと前記受電側パッドを対向させた状態で、前記送電
側パッドから前記受電側パッドに非接触で送電する非接触給電装置において、
  前記コアは、板状のヨーク部（１１０ａ、２１０ａ、３１０ａ、４１０ａ、５１０ａ）
を有し、
  前記巻線は、ひと続きの線材によって構成され、 
　前記ヨーク部の板厚方向に背向する面のうち前記送電側パッドと前記受電側パッドの互
いに対向する面に沿って配置される第１巻線部（１１１ａ、１１２ａ、２１１ａ、２１２
ａ、３１１ａ、３１２ａ、４１１ａ、５１１ａ、５１２ａ）と、
  前記ヨーク部の外周面に周方向に沿って配置される第２巻線部（１１１ｂ、１１２ｂ、
２１１ｂ、２１２ｂ、３１１ｂ、３１２ｂ、４１１ｂ、５１１ｂ、５１２ｂ）と、
を有することを特徴とする非接触給電装置。
【請求項２】
　前記巻線は、前記第１巻線部が配置される面に背向する面側には配置されていないこと
を特徴とする請求項１に記載の非接触給電装置。
【請求項３】
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  前記コアは、前記巻線によって囲まれた前記ヨーク部の前記第１巻線部が配置される面
に当接して配置される磁極部（１１０ｂ、１１０ｃ、２１０ｂ、２１０ｃ、３１０ｂ、３
１０ｃ、４１０ｂ、４１０ｃ、５１０ｂ、５１０ｃ）を有することを特徴とする請求項１
又は２に記載の非接触給電装置。
【請求項４】
  前記磁極部の板厚方向の寸法は、前記第１巻線部の板厚方向の寸法と等しいことを特徴
とする請求項３に記載の非接触給電装置。
【請求項５】
  前記ヨーク部及び前記磁極部は、一体的に構成されていることを特徴とする請求項１～
４のいずれか１項に記載の非接触給電装置。
【請求項６】
  前記ヨーク部（５１０ａ）の前記第１巻線部が配置される面に背向する面側に配置され
る導電部材（５１３）を有することを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の非
接触給電装置。
【請求項７】
  前記導電部材は、前記ヨーク部（５１０ａ）の板厚方向から見たときに、前記導電部材
の占める領域内に前記コア（５１０）及び前記巻線（５１１、５１２）の占める領域が包
含されるように構成されていることを特徴とする請求項６に記載の非接触給電装置。
【請求項８】
  前記送電側パッドは、車両の外部に設置され、
  前記受電側パッドは、前記車両に搭載され、
前記車両の外部から前記車両に非接触で送電することを特徴とする請求項１～６のいずれ
か１項に記載の非接触給電装置。
【請求項９】
  磁性材からなるコア（１１０、２１０、３１０、４１０、５１０）と、前記コアに当接
して設けられる巻線（１１１、１１２、２１１、２１２、３１１、３１２、４１１、５１
１、５１２）とを有する送電側パッド（１１、２１、３１、４１、５１）及び受電側パッ
ド（１２）を備え、前記送電側パッドと前記受電側パッドを対向させた状態で、前記送電
側パッドから前記受電側パッドに非接触で送電する非接触給電装置において、
  前記コアは、
　板状のヨーク部（１１０ａ、２１０ａ、３１０ａ、４１０ａ、５１０ａ）と、
前記ヨーク部に配置される磁極部（１１０ｂ、１１０ｃ、２１０ｂ、２１０ｃ、３１０ｂ
、３１０ｃ、４１０ｂ、４１０ｃ、５１０ｂ、５１０ｃ）と、
を有し、
  前記巻線は、
  前記ヨーク部の板厚方向に背向する面のうち前記送電側パッドと前記受電側パッドの互
いに対向する面に沿って配置される第１巻線部（１１１ａ、１１２ａ、２１１ａ、２１２
ａ、３１１ａ、３１２ａ、４１１ａ、５１１ａ、５１２ａ）と、
  前記ヨーク部の外周面に沿って配置される第２巻線部（１１１ｂ、１１２ｂ、２１１ｂ
、２１２ｂ、３１１ｂ、３１２ｂ、４１１ｂ、５１１ｂ、５１２ｂ）と、
を有し、
  前記磁極部は、前記巻線によって囲まれた前記ヨーク部の前記第１巻線部が配置される
面に当接して配置され、前記ヨーク部の板厚方向から見たときに、前記磁極部の占める領
域内に前記第２巻線部の少なくとも一部が包含されるように構成されていることを特徴と
する非接触給電装置。
【請求項１０】
  磁性材からなるコア（１１０、２１０、３１０、４１０、５１０）と、前記コアに当接
して設けられる巻線（１１１、１１２、２１１、２１２、３１１、３１２、４１１、５１
１、５１２）とを有する送電側パッド（１１、２１、３１、４１、５１）及び受電側パッ
ド（１２）を備え、前記送電側パッドと前記受電側パッドを対向させた状態で、前記送電
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側パッドから前記受電側パッドに非接触で送電する非接触給電装置において、
  前記コアは、
　板状のヨーク部（１１０ａ、２１０ａ、３１０ａ、４１０ａ、５１０ａ）と、
前記ヨーク部に配置される磁極部（１１０ｂ、１１０ｃ、２１０ｂ、２１０ｃ、３１０ｂ
、３１０ｃ、４１０ｂ、４１０ｃ、５１０ｂ、５１０ｃ）と、
を有し、
  前記ヨーク部の板厚方向に背向する面のうち前記送電側パッドと前記受電側パッドの互
いに対向する面に沿って配置される第１巻線部（１１１ａ、１１２ａ、２１１ａ、２１２
ａ、３１１ａ、３１２ａ、４１１ａ、５１１ａ、５１２ａ）と、
  前記ヨーク部の外周面に沿って配置される第２巻線部（１１１ｂ、１１２ｂ、２１１ｂ
、２１２ｂ、３１１ｂ、３１２ｂ、４１１ｂ、５１１ｂ、５１２ｂ）と、
を有し、
　前記磁極部は、前記巻線によって囲まれた前記ヨーク部の前記第１巻線部が配置される
面に当接して配置され、
  前記ヨーク部及び前記磁極部は、磁気特性が異なる材料によって形成されていることを
特徴とする非接触給電装置。
【請求項１１】
  磁性材からなるコア（５１０）と、前記コアに当接して設けられる巻線（５１１、５１
２）とを有する送電側パッド（５１）及び受電側パッドを備え、前記送電側パッドと前記
受電側パッドを対向させた状態で、前記送電側パッドから前記受電側パッドに非接触で送
電する非接触給電装置において、
  前記コアは、板状のヨーク部（５１０ａ）を有し、
  前記巻線は、
  前記ヨーク部の板厚方向に背向する面のうち前記送電側パッドと前記受電側パッドの互
いに対向する面に沿って配置される第１巻線部（５１１ａ、５１２ａ）と、
  前記ヨーク部の外周面に沿って配置される第２巻線部（５１１ｂ、５１２ｂ）と、
を有し、
  前記ヨーク部の前記第１巻線部が配置される面に背向する面側に、前記ヨーク部及び前
記第２巻線部に当接して配置される導電部材（５１３）を有することを特徴とする非接触
給電装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、送電側パッドと受電側パッドを対向させた状態で、送電側パッドから受電側
パッドに非接触で送電する非接触給電装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、送電側パッドと受電側パッドを対向させた状態で、送電側パッドから受電側パッ
ドに非接触で送電する非接触給電装置として、例えば特許文献１に開示されている非接触
給電装置がある。
【０００３】
　この非接触給電装置は、電気自動車やハイブリッド車に搭載された走行用の電力供給源
であるバッテリに、非接触で送電する装置である。非接触給電装置は、送電側パッドと、
受電側パッドとを備えている。送電側パッド及び受電側パッドは、板状コアと、巻回コイ
ルとを備えている。巻回コイルは、板状コアに巻回されている。そして、送電側パッドと
受電側パッドを上下方向に対向させた状態で、送電側パッドから受電側パッドに非接触で
送電する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開２０１０－１７２０８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、前述したように、巻回コイルは、板状コアに巻回されている。その結果、巻
回コイルは、板状コアの上面及び下面に沿って配置されることになる。そのため、送電側
パッド及び受電側パッドの上下方向の寸法を小さくすることができないという問題があっ
た。
【０００６】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたものであり、送電側パッド及び受電側パッド
の寸法を小さくすることができる非接触給電装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
  第１の本発明の非接触給電装置は、磁性材からなるコアと、コアに当接して設けられる
巻線とを有する送電側パッド及び受電側パッドを備え、送電側パッドと受電側パッドを対
向させた状態で、送電側パッドから受電側パッドに非接触で送電する非接触給電装置にお
いて、コアは、板状のヨーク部を有し、巻線は、ひと続きの線材によって構成され、ヨー
ク部の板厚方向に背向する面のうち送電側パッドと受電側パッドの互いに対向する面に沿
って配置される第１巻線部と、ヨーク部の外周面に周方向に沿って配置される第２巻線部
と、を有することを特徴とする。
【０００８】
  この構成によれば、巻線は、ヨーク部の板厚方向に背向する面のうち送電側パッドと受
電側パッドの互いに対向する面に沿って配置されるとともに、ヨーク部の外周面に周方向
に沿って配置される。従来のように、ヨーク部の板厚方向に背向する両面にそれぞれ沿っ
て配置されることはない。そのため、送電側パッド及び受電側パッドの板厚方向の寸法を
小さくすることができる。
　第２の本発明の非接触給電装置は、磁性材からなるコアと、コアに当接して設けられる
巻線とを有する送電側パッド及び受電側パッドを備え、送電側パッドと受電側パッドを対
向させた状態で、送電側パッドから受電側パッドに非接触で送電する非接触給電装置にお
いて、コアは、板状のヨーク部と、ヨーク部に配置される磁極部と、を有し、巻線は、ヨ
ーク部の板厚方向に背向する面のうち送電側パッドと受電側パッドの互いに対向する面に
沿って配置される第１巻線部と、ヨーク部の外周面に沿って配置される第２巻線部と、を
有し、磁極部は、巻線によって囲まれたヨーク部の第１巻線部が配置される面に当接して
配置され、ヨーク部の板厚方向から見たときに、磁極部の占める領域内に第２巻線部の少
なくとも一部が包含されるように構成されていることを特徴とする。
　第３の本発明の非接触給電装置は、磁性材からなるコアと、コアに当接して設けられる
巻線とを有する送電側パッド及び受電側パッドを備え、送電側パッドと受電側パッドを対
向させた状態で、送電側パッドから受電側パッドに非接触で送電する非接触給電装置にお
いて、コアは、板状のヨーク部と、ヨーク部に配置される磁極部と、を有し、巻線は、ヨ
ーク部の板厚方向に背向する面のうち送電側パッドと受電側パッドの互いに対向する面に
沿って配置される第１巻線部と、ヨーク部の外周面に沿って配置される第２巻線部と、を
有し、磁極部は、巻線によって囲まれたヨーク部の第１巻線部が配置される面に当接して
配置され、ヨーク部及び磁極部は、磁気特性が異なる材料によって形成されていることを
特徴とする。
　第４の本発明の非接触給電装置は、磁性材からなるコアと、コアに当接して設けられる
巻線とを有する送電側パッド及び受電側パッドを備え、送電側パッドと受電側パッドを対
向させた状態で、送電側パッドから受電側パッドに非接触で送電する非接触給電装置にお
いて、コアは、板状のヨーク部を有し、巻線は、  ヨーク部の板厚方向に背向する面のう
ち送電側パッドと受電側パッドの互いに対向する面に沿って配置される第１巻線部と、ヨ
ーク部の外周面に沿って配置される第２巻線部と、を有し、ヨーク部の第１巻線部が配置
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される面に背向する面側に、ヨーク部及び第２巻線部に当接して配置される導電部材を有
することを特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第１実施形態における非接触給電装置の回路図である。
【図２】第１実施形態における送電側パッドの上面図である。
【図３】第１実施形態における送電側パッドの左側面図である。
【図４】第１実施形態における送電側パッドの後面図である。
【図５】第２実施形態における送電側パッドの上面図である。
【図６】第２実施形態における送電側パッドの左側面図である。
【図７】第２実施形態における送電側パッドの後面図である。
【図８】第３実施形態における送電側パッドの上面図である。
【図９】第３実施形態における送電側パッドの左側面図である。
【図１０】第３実施形態における送電側パッドの後面図である。
【図１１】第４実施形態における送電側パッドの上面図である。
【図１２】第４実施形態における送電側パッドの左側面図である。
【図１３】第４実施形態における送電側パッドの後面図である。
【図１４】第５実施形態における送電側パッドの上面図である。
【図１５】第５実施形態における送電側パッドの左側面図である。
【図１６】第５実施形態における送電側パッドの後面図である。
【図１７】変形形態における送電側パッドの左側面図である。
【図１８】別の変形形態における送電側パッドの左側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　次に、実施形態を挙げ、本発明をより詳しく説明する。本実施形態では、本発明に係る
非接触給電装置を、電気自動車やハイブリッド車に搭載されたメインバッテリに非接触で
送電する非接触給電装置に適用した例を示す。
【００１１】
　（第１実施形態）
　まず、図１～図４を参照して第１実施形態の非接触給電装置の構成について説明する。
なお、図中における前後方向、左右方向及び上下方向は、車両における方向を示すもので
ある。
【００１２】
　図１に示すように、電気自動車やハイブリッド車は、モータジェネレータＭＧと、メイ
ンバッテリＢ１と、インバータ回路ＩＮＶと、補機Ｓと、補機バッテリＢ２と、ＤＣ／Ｄ
Ｃコンバータ回路ＣＮＶと、制御器ＣＮＴとを備えている。
【００１３】
　モータジェネレータＭＧは、３相交流電圧を供給することでモータとして動作し、車両
の走行のための駆動力を発生する機器である。また、車両の減速時において、外部からの
駆動力によって回転することでジェネレータとして動作し、３相交流電圧を発生する機器
でもある。
【００１４】
　メインバッテリＢ１は、直流高電圧を出力する充放電可能な電源である。
【００１５】
　インバータ回路ＩＮＶは、モータジェネレータＭＧがモータとして動作するとき、メイ
ンバッテリＢ１の出力する直流高電圧を３相交流電圧に変換してモータジェネレータＭＧ
に供給する回路である。また、モータジェネレータＭＧがジェネレータとして動作すると
き、モータジェネレータＭＧの出力する３相交流電圧を直流高電圧に変換してメインバッ
テリＢ１に供給する回路でもある。
【００１６】
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　補機Ｓは、直流低電圧を供給することで動作する空調装置や電動パワーステアリング装
置等の周辺装置である。
【００１７】
　補機バッテリＢ２は、直流低電圧を出力する充放電可能な電源である。
【００１８】
　ＤＣ／ＤＣコンバータ回路ＣＮＶは、メインバッテリＢ１の出力する直流高電圧を直流
低電圧に変換して補機バッテリＢ２及び補機Ｓに供給する回路である。
【００１９】
　制御器ＣＮＴは、メインバッテリＢ１、補機バッテリＢ２、モータジェネレータＭＧに
関する情報に基づいてインバータ回路ＩＮＶ、ＤＣ／ＤＣコンバータ回路ＣＮＶ及び補機
Ｓを制御する装置である。
【００２０】
　非接触給電装置１は、車両の外部に設置された外部電源ＰＳから車両に搭載されたメイ
ンバッテリＢ１に非接触で送電し、メインバッテリＢ１を充電する装置である。非接触給
電装置１は、送電回路１０と、送電側パッド１１と、受電側パッド１２と、受電回路１３
とを備えている。
【００２１】
　送電回路１０は、受電回路１３との間で無線通信によって情報を送受信し、受信した情
報に基づいて外部電源ＰＳの出力する電圧を高周波の交流電圧に変換し、送電側パッド１
１に印加する回路である。送電回路１０は、車両の外部に設置されている。
【００２２】
　送電側パッド１１は、駐車スペース内に車両を駐車したときに車両の底部に設置された
受電側パッド１３と対向する駐車スペース内の地表面の所定位置に設置され、電流が流れ
ることで磁束を発生する装置である。図２～図３に示すように、送電側パッド１１は、コ
ア１１０と、巻線１１１、１１２とを備えている。
【００２３】
　コア１１０は、磁路を構成するとともに、磁極を形成する磁性材からなる部材である。
具体的には、透磁率の高い、例えばフェライトからなる部材である。コア１１０は、ヨー
ク部１１０ａと、磁極部１１０ｂ、１１０ｃとを備えている。
【００２４】
　ヨーク部１１０ａは、磁路を構成する矩形板状の部材である。
【００２５】
　磁極部１１０ｂ、１１０ｃは、磁路を構成するとともに、磁極を形成する矩形板状の部
材である。
【００２６】
　巻線１１１、１１２は、電流が流れることで磁束を発生する部材である。具体的には、
電気抵抗の低い、例えばリッツ線からなる部材である。巻線１１１、１１２は、第１巻線
部１１１ａ、１１２ａと、第２巻線部１１１ｂ、１１２ｂとを備えている。
【００２７】
　第１巻線部１１１ａは、ヨーク部１１０ａの板厚方向に背向する上下面のうち、送電側
パッド１１と受電側パッド１２の互いに対向する面である上面に沿って配置されている。
具体的には、ヨーク部１１０ａの前後方向の中央部付近を左右方向に延在するように配置
されている。第２巻線部１１１ｂは、ヨーク部１１０ａの外周面に沿って配置されている
。具体的には、ヨーク部１１０ａの左側面、前面及び右側面に沿って配置されている。
【００２８】
　第１巻線部１１２ａは、ヨーク部１１０ａの板厚方向に背向する上下面のうち、送電側
パッド１１と受電側パッド１２の互いに対向する面である上面に沿って配置されている。
具体的には、第１巻線部１１１ａの後側を左右方向に延在するように配置されている。第
２巻線部１１２ｂは、ヨーク部１１０ａの外周面に沿って配置されている。具体的には、
ヨーク部１１０ａの左側面、後面及び右側面に沿って配置されている。
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【００２９】
　磁極部１１０ｂ、１１０ｃは、巻線１１１、１１２によって囲まれたヨーク部１１０ａ
の第１巻線部１１１ａ、１１２ａが配置される面である上面に当接して配置されている。
磁極部１１０ｂ、１１０ｃは、板厚方向である上下方向から見たときに、磁極部１１０ｂ
、１１０ｃの占める領域内に第２巻線部１１１ｂ、１１２ｂが包含されるように構成され
ている。磁極部１１０ｂ、１１０ｃの板厚方向の寸法は、第１巻線部１１１ａ、１１２ａ
の上下方向（板厚方向）の寸法と等しくなるように設定されている。ヨーク部１１０ａと
磁極部１１０ｂ、１１０ｃは、一体的に構成されている。
【００３０】
　送電側パッド１１は、駐車スペース内に車両を駐車したときに車両に搭載された受電側
パッド１３と対向する駐車スペース内の地表面の所定位置に、磁極部１１０ｂ、１１０ｃ
の端面を上方に向けた状態で設置されている。
【００３１】
　図１に示す受電側パッド１２は、車両の底部に設置され、駐車スペースに車両を駐車し
たときに上下方向に所定の間隔をあけて送電側パッドと対向し、送電側パッド１１の発生
した磁束が鎖交することで電磁誘導によって誘導起電力を生じる装置である。受電側パッ
ド１２は、コアと、巻線とを備えている。
【００３２】
　コアは、ヨーク部と、磁極部とを備えている。巻線は、第１巻線部と、第２巻線部とを
備えている。
【００３３】
　受電側パッド１２は、送電側パッド１１と同一構成であり、送電側パッド１１とは上下
逆向きに、磁極部の端面を下方に向けた状態で車両の底部に設置されている。
【００３４】
　受電回路１３は、送電回路１０との間で無線通信によって情報を送受信し、受信した情
報に基づいて受電側パッド１２の出力する交流電圧を直流電圧に変換してメインバッテリ
Ｂ１を充電する回路である。
【００３５】
　次に、図１を参照して非接触給電装置の動作について説明する。
【００３６】
　図１に示すように、駐車スペースに車両を駐車すると、送電側パッド１１と受電側パッ
ド１３が上下方向に所定の間隔をあけて対向する。この状態で充電開始ボタン（図略）が
押され、充電の開始が指示されると、送電回路１０と受電回路１３は、無線通信によって
情報を送受信する。
【００３７】
　送電回路１０は、受信した情報に基づいて外部電源ＰＳの出力する電圧を高周波の交流
電圧に変換して送電側パッド１１に印加する。
【００３８】
　交流電圧が印加され交流電流が流れると、送電側パッド１１は磁束を発生する。受電側
パッド１２は、送電側パッド１１の発生した磁束が鎖交することで電磁誘導によって誘導
起電力を生じる。
【００３９】
　受電回路１３は、受信した情報に基づいて受電側パッド１２の出力する交流電圧を直流
高電圧に変換してメインバッテリＢ１を充電する。
【００４０】
　次に、効果について説明する。
【００４１】
　第１実施形態によれば、図２～図４に示すように、巻線１１１、１１２は、送電側パッ
ド１１と受電側パッド１２の互いに対向する面であるヨーク部１１０ａの上面に沿って配
置されるとともに、ヨーク部１１０ａの外周面に沿って配置される。従来のように、ヨー
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ク部１１０ａの下面に沿って配置されることはない。そのため、送電側パッド１１の上下
方向の寸法を小さくすることができる。また、送電側パッド１１と同一構成である受電側
パッド１２の上下方向の寸法を小さくすることができる。
【００４２】
　第１実施形態によれば、図２～図４に示すように、送電側パッド１１のコア１１０は、
巻線１１１、１１２によって囲まれたヨーク部１１０ａの第１巻線部１１１ａ、１１２ａ
が配置される面である上面に当接して配置される磁極部１１０ｂ、１１０ｃを有している
。そのため、巻線１１１、１１２に電流が流れることによって発生した磁束を効率よく受
電側パッド１２に供給することができる。
【００４３】
　第１実施形態によれば、図３に示すように、磁極部１１０ｂ、１１０ｃの板厚方向の寸
法は、第１巻線部１１１ａ、１１２ａの上下方向の寸法と等しくなるように設定されてい
る。そのため、送電側パッド１１の上下方向の寸法を抑えつつ、巻線１１１、１１２に電
流が流れることによって発生した磁束を効率よく受電側パッド１２に供給することができ
る。
【００４４】
　第１実施形態によれば、磁極部１１０ｂ、１１０ｃは、板厚方向である上下方向から見
たときに、磁極部１１０ｂ、１１０ｃの占める領域内に第２巻線部１１１ｂ、１１２ｂが
包含されるように構成されている。そのため、磁極部１１０ｂ、１１０ｃの上面の面積を
大きくすることができる。従って、受電側パッド１２の位置がずれた場合であっても、よ
り多くの磁束を受電側パッド１２に供給することができる。また、磁極部１１０ｂ、１１
０ｃによって、機械的損傷から、第２巻線部１１１ｂ、１１１ｃを保護することができる
。
【００４５】
　第１実施形態によれば、ヨーク部１１０ａと磁極部１１０ｂ、１１０ｃは、一体的に構
成されている。そのため、コア１１０を構成する部品点数を削減することができる。従っ
て、製造コストを抑えることができる。
【００４６】
　なお、第１実施形態では、ヨーク部１１０ａと磁極部１１０ｂ、１１０ｃが、ともにフ
ェライトによって一体的に構成されている例を挙げているが、これに限られるものではな
い。ヨーク部１１０ａと磁極部１１０ｂ、１１０ｃは、磁気特性が異なる材料によって形
成されていてもよい。これにより、送電側パッド１１の磁気特性をきめ細かく調整するこ
とができる。
【００４７】
　（第２実施形態）
　次に、第２実施形態の非接触給電装置について説明する。第２実施形態の非接触給電装
置は、第１実施形態の非接触給電装置に対して、送電側パッド及び受電側パッドのヨーク
部の前後方向の寸法を変更したものである。送電側パッド及び受電側パッド以外は、第１
実施形態の非接触給電装置と同一構成である。
【００４８】
　まず、図５～図７を参照して送電側パッドの構成について説明する。なお、図中におけ
る前後方向、左右方向及び上下方向は、車両における方向を示すものである。
【００４９】
　図５～図７に示すように、送電側パッド２１は、コア２１０と、巻線２１１、２１２と
を備えている。
【００５０】
　コア２１０は、ヨーク部２１０ａと、磁極部２１０ｂ、２１０ｃとを備えている。ヨー
ク部２１０ａは、第１実施形態のヨーク部１１０ａに対して前後方向の寸法が長く設定さ
れている。磁極部２１０ｂ、２１０ｃは、第１実施形態の磁極部１１０ｂ、１１０ｃと同
一構成である。
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【００５１】
　巻線２１１、２１２は、第１巻線部２１１ａ、２１２ａと、第２巻線部２１１ｂ、２１
２ｂとを備えている。第１巻線部２１１ａ、２１２ａ及び第２巻線部２１１ｂ、２１２ｂ
の配置は、第１実施形態の第１巻線部１１１ａ、１１２ａ及び第２巻線部１１１ｂ、１１
２ｂの配置と同一である。
【００５２】
　磁極部２１０ｂ、２１０ｃは、巻線２１１、２１２によって囲まれたヨーク部２１０ａ
の上面に当接して配置されている。
【００５３】
　ヨーク部２１０ａは、第１実施形態のヨーク部１１０ａに対して前後方向の寸法が長く
設定されているため、磁極部２１０ｂ、２１０ｃは、第２巻線部２１１ｂ、２１２ｂのう
ち、ヨーク部２１０ａの左側面及び右側面に沿って配置される部分の上面だけを覆う構成
となる。
【００５４】
　受電側パッドは、送電側パッド２１と同一構成であり、送電側パッド２１とは上下逆向
きに、磁極部の端面を下方に向けた状態で車両の底部に設置されている。
【００５５】
　動作については、第１実施形態と同一であるため説明を省略する。
【００５６】
　次に、効果について説明する。第２実施形態によれば、第１実施形態と同様の効果を得
ることができる。
【００５７】
　なお、第２実施形態は、磁極部２１０ｂ、２１０ｃが、板厚方向である上下方向から見
たときに、磁極部２１０ｂ、２１０ｃの占める領域内に、第２巻線部２１１ｂ、２１２ｂ
のうち、ヨーク部２１０ａの左側面及び右側面に沿って配置される部分が包含されるよう
に構成されている例を挙げているが、これに限られるものではない。磁極部２１０ｂ、２
１０ｃは、板厚方向である上下方向から見たときに、磁極部２１０ｂ、２１０ｃの占める
領域内に、第２巻線部２１１ｂ、２１２ｂの少なくとも一部が包含されるように構成され
ていればよい。
【００５８】
　（第３実施形態）
　次に、第３実施形態の非接触給電装置について説明する。第３実施形態の非接触給電装
置は、第１実施形態の非接触給電装置に対して、送電側パッド及び受電側パッドのヨーク
部の左右方向の寸法を変更したものである。送電側パッド及び受電側パッド以外は、第１
実施形態の非接触給電装置と同一構成である。
【００５９】
　まず、図８～図１０を参照して送電側パッドの構成について説明する。なお、図中にお
ける前後方向、左右方向及び上下方向は、車両における方向を示すものである。
【００６０】
　図８～図１０に示すように、送電側パッド３１は、コア３１０と、巻線３１１、３１２
とを備えている。
【００６１】
　コア３１０は、ヨーク部３１０ａと、磁極部３１０ｂ、３１０ｃとを備えている。ヨー
ク部３１０ａは、第１実施形態のヨーク部１１０ａに対して左右方向の寸法が長く設定さ
れている。磁極部３１０ｂ、３１０ｃは、第１実施形態の磁極部１１０ｂ、１１０ｃと同
一構成である。
【００６２】
　巻線３１１、３１２は、第１巻線部３１１ａ、３１２ａと、第２巻線部３１１ｂ、３１
２ｂとを備えている。第１巻線部３１１ａ、３１２ａ及び第２巻線部３１１ｂ、３１２ｂ
の配置は、第１実施形態の第１巻線部１１１ａ、１１２ａ及び第２巻線部１１１ｂ、１１
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２ｂの配置と同一である。
【００６３】
　磁極部３１０ｂ、３１０ｃは、巻線３１１、３１２によって囲まれたヨーク部３１０ａ
の上面に当接して配置されている。
【００６４】
　ヨーク部３１０ａは、第１実施形態のヨーク部１１０ａに対して左右方向の寸法が長く
設定されているため、磁極部３１０ｂ、３１０ｃは、第２巻線部３１１ｂ、３１２ｂのう
ち、ヨーク部３１０ａの前面及び後面に沿って配置される部分の上面だけを覆う構成とな
る。
【００６５】
　受電側パッドは、送電側パッド３１と同一構成であり、送電側パッド３１とは上下逆向
きに、磁極部の端面を下方に向けた状態で車両の底部に設置されている。
【００６６】
　動作については、第１実施形態と同一であるため説明を省略する。
【００６７】
　次に、効果について説明する。第３実施形態によれば、第１実施形態と同様の効果を得
ることができる。
【００６８】
　なお、第３実施形態は、磁極部３１０ｂ、３１０ｃが、板厚方向である上下方向から見
たときに、磁極部３１０ｂ、３１０ｃの占める領域内に、第２巻線部３１１ｂ、３１２ｂ
のうち、ヨーク部３１０ａの前面及び後面に沿って配置される部分が包含されるように構
成されている例を挙げているが、これに限られるものではない。磁極部３１０ｂ、３１０
ｃは、板厚方向である上下方向から見たときに、磁極部３１０ｂ、３１０ｃの占める領域
内に、第２巻線部３１１ｂ、３１２ｂの少なくとも一部が包含されるように構成されてい
ればよい。
【００６９】
　（第４実施形態）
　次に、第４実施形態の非接触給電装置について説明する。第４実施形態の非接触給電装
置は、第１実施形態の非接触給電装置に対して、送電側パッド及び受電側パッドの巻線を
１つにし、その配置を変更したものである。送電側パッド及び受電側パッド以外は、第１
実施形態の非接触給電装置と同一構成である。
【００７０】
　まず、図１１～図１３を参照して送電側パッドの構成について説明する。なお、図中に
おける前後方向、左右方向及び上下方向は、車両における方向を示すものである。
【００７１】
　図１１～図１３に示すように、送電側パッド４１は、コア４１０と、巻線４１１とを備
えている。コア４１０は、ヨーク部４１０ａと、磁極部４１０ｂ、４１０ｃとを備えてい
る。
【００７２】
　ヨーク部４１０ａ及び磁極部４１０ｂ、４１０ｃは、磁性材からなる矩形板状の部材で
ある。
【００７３】
　巻線４１１は、第１巻線部４１１ａと、第２巻線部４１１ｂとを備えている。
【００７４】
　第１巻線部４１１ａは、送電側パッドと受電側パッドの互いに対向する面であるヨーク
部４１０ａの上面に沿って、ヨーク部１１０ａの前後方向の中央部を左右方向に延在する
ように配置されている。第２巻線部４１１ｂは、ヨーク部４１０ａの左側面、前面及び右
側面に沿って配置されている。
【００７５】
　磁極部４１０ｂは、巻線４１１によって囲まれたヨーク部４１０ａの第１巻線部４１１
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ａが配置される面である上面に当接して配置されている。磁極部４１０ｃは、第１巻線部
４１１ａの後側のヨーク部４１０ａの上面に当接して配置されている。磁極部４１０ｂは
、板厚方向である上下方向から見たときに、磁極部４１０ｂの占める領域内に、第２巻線
部４１１ｂが包含されるように構成されている。磁極部４１０ｂ、４１０ｃの板厚方向の
寸法は、第１巻線部４１１ａの上下方向の寸法と等しくなるように設定されている。ヨー
ク部４１０ａと磁極部４１０ｂ、４１０ｃは、一体的に構成されている。
【００７６】
　受電側パッドは、送電側パッド４１と同一構成であり、送電側パッド４１とは上下逆向
きに、磁極部の端面を下方に向けた状態で車両の底部に設置されている。
【００７７】
　動作については、第１実施形態と同一であるため説明を省略する。
【００７８】
　次に、効果について説明する。第４実施形態によれば、第１実施形態と同様の効果を得
ることができる。
【００７９】
　（第５実施形態）
　次に、第５実施形態の非接触給電装置について説明する。第５実施形態の非接触給電装
置は、第１実施形態の非接触給電装置に対して、送電側パッド及び受電側パッドに導電部
材を設けたものである。送電側パッド及び受電側パッド以外は、第１実施形態の非接触給
電装置と同一構成である。
【００８０】
　まず、図１４～図１６を参照して送電側パッドの構成について説明する。なお、図中に
おける前後方向、左右方向及び上下方向は、車両における方向を示すものである。
【００８１】
　図１４～図１６に示すように、送電側パッド５１は、コア５１０と、巻線５１１、５１
２と、導電部材５１３とを備えている。
【００８２】
　コア５１０は、ヨーク部５１０ａと、磁極部５１０ｂ、５１０ｃとを備えている。巻線
５１１、５１２は、第１巻線部５１１ａ、５１２ａと、第２巻線部５１１ｂ、５１２ｂと
を備えている。ヨーク部５１０ａ、磁極部５１０ｂ、５１０ｃ、第１巻線部５１１ａ、５
１２ａ及び第２巻線部５１１ｂ、５１２ｂは、第１実施形態のヨーク部１１０ａ、磁極部
１１０ｂ、１１０ｃ、第１巻線部１１１ａ、１１２ａ及び第２巻線部１１１ｂ、１１２ｂ
と同一構成である。
【００８３】
　導電部材５１３は、漏れ磁束を抑えるための板状の部材である。具体的には、例えばア
ルミニウムからなる板状の部材である。導電部材５１３は、ヨーク部５１０ａの第１巻線
部５１１ａ、５１２ａが配置される面に背向する面側である下面側に、ヨーク部５１０ａ
及び第２巻線部５１１ｂ、５１２ｂの下面に当接して配置されている。また、ヨーク部５
１０ａの板厚方向である上下方向から見たときに、導電部材５１３の占める領域内にコア
５１０及び巻線５１１、５１２の占める領域が包含されるように構成されている。
【００８４】
　受電側パッドは、送電側パッド５１と同一構成であり、送電側パッド２１とは上下逆向
きに、磁極部の端面を下方に向けた状態で車両の底部に設置されている。
【００８５】
　動作については、第１実施形態と同一であるため説明を省略する。
【００８６】
　次に、効果について説明する。
【００８７】
　第５実施形態によれば、図１４～図１６に示すように、導電部材５１３は、ヨーク部５
１０ａの第１巻線部５１１ａ、５１２ａが配置される面に背向する面側である下面側に配
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ある。導電部材５１３に漏れ磁束が鎖交すると、導電部材５１３に渦電流が流れる。渦電
流が流れると、それによって漏れ磁束を打つ消す磁束が発生する。そのため、漏れ磁束を
抑えることができる。
【００８８】
　第５実施形態によれば、図１４～図１６に示すように、導電部材５１３は、ヨーク部５
１０ａの板厚方向である上下方向から見たときに、導電部材５１３の占める領域内にコア
５１０及び巻線５１１、５１２の占める領域が包含されるように構成されている。そのた
め、漏れ磁束が導電部材５１３に確実に鎖交する。従って、漏れ磁束を確実に抑えること
ができる。
【００８９】
　第５実施形態によれば、図１４～図１６に示すように、導電部材５１３は、ヨーク部５
１０ａ及び第２巻線部５１１ｂ、５１２ｂに当接して配置されている。そのため、ヨーク
部５１０ａ及び第２巻線部５１１ｂ、５１２ｂの熱を効率よく放熱することができる。従
って、送電側パッドや受電側パッドの温度上昇を抑えることができる。
【００９０】
　なお、第１～第５実施形態では、磁極部の板厚方向の寸法が、第１巻線部の上下方向の
寸法と等しくなるように設定されている例を挙げているが、これに限られるものではない
。図１７に、第１実施形態を例に挙げて示すように、磁極部１１０ｂ、１１０ｃの板厚方
向の寸法は、第１巻線部１１１ａ、１１２ａの上下方向の寸法より小さくなるように設定
されていてもよい。また、図１８に、第１実施形態を例に挙げて示すように、磁極部１１
０ｂ、１１０ｃの板厚方向の寸法は、第１巻線部１１１ａ、１１２ａの上下方向の寸法よ
り大きくなるように設定されていてもよい。
【００９１】
　また、第１～第５実施形態では、それぞれ、受信側コイルが、送信側コイルと同一構成
である例を挙げているが、これに限られるものではない。受信側コイルは、送信側コイル
と同一構成でなくてもよい。例えば、第１実施形態の送信側コイルに対して、第２～第５
実施形態の送電側パッドと同一構成の受電側パッドを用いてもよい。第１～第５実施形態
の送信側コイルに対して、第１～第５実施形態の送電側パッドと同一構成の受信側コイル
を相互に組合せて用いることができる。
【００９２】
　さらに、第１～第５実施形態では、送電側パッドが駐車スペースの地表面に、受電側パ
ッドが車両の底部にそれぞれ設置されている例を挙げているが、これに限られるものでは
ない。送電側パッドは、道路の路面、建物の床面、及び、地中に設置されていてもよい。
また、建物の壁面や天井に設置されていてもよい。その場合、受電側パッドが、車両の側
面や天井面に設置されていれば同様に送電することができる。
【符号の説明】
【００９３】
１・・・非接触給電装置、１０・・・送電回路、１１・・・送電側パッド、１１０・・・
コア、１１０ａ・・・ヨーク部、１１０ｂ、１１０ｃ・・・磁極部、１１１、１１２・・
・巻線、１１１ａ、１１２ａ・・・第１巻線部、１１１ｂ、１１２ｂ・・・第２巻線部、
１２・・・受電側パッド、１３・・・受電回路
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